
 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

日 本 文 学 １０００３    奥村 紀美  ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 国語Ⅰ・Ⅱの内容を受け、さらに深い文章の読解力と、漢字・語彙などの知識を身における。また、人生の様々な局面を示す文学作

品に触れることで、自己の人生を模索・発見するきっかけとなることを学ぶ。そこで本講義では、様々な作品（小説・エッセイ・評論・

詩、等）を学習し、近代の日本文学全般に対する理解と認識を深めることを目標とする。 

［授業の内容］ 

すべての内容は JABEE 基準１（１）の（a）、および学習・教育

目標（Ａ）の＜視野＞に対応する。 

前 期 

第１週 エッセイ  止まることを恐れない（神津カンナ）① 

第２週 エッセイ  止まることを恐れない（神津カンナ）② 

第３週 エッセイ  止まることを恐れない（神津カンナ）③  

第４週 小 説   春愁（三浦哲郎）①          

第５週 小 説   春愁（三浦哲郎）②          

第６週 小 説   春愁（三浦哲郎）③          

第７週 小 説   春愁（三浦哲郎）④          

第８週 前期中間試験  

第９週 前期中間試験の反省 

評 論  折り紙の夢（伊部京子）① 

第１０週  評 論  折り紙の夢（伊部京子）②       

第１１週  評 論  折り紙の夢（伊部京子）③       

第１２週  評 論  折り紙の夢（伊部京子）④       

第１３週  詩  僕はまるでちがって（黒田三郎）他① 

第１４週  詩  僕はまるでちがって（黒田三郎）他②    

第１５週  詩  僕はまるでちがって（黒田三郎）他③    

 

 

 

後 期 

第１週 前期末試験反省 

短歌・俳句（与謝野晶子、他）① 

第２週 短歌・俳句（与謝野晶子、他）② 

第３週 短歌・俳句（与謝野晶子、他）③   

第４週 評 論   戦後その精神風景（谷川俊太郎）① 

第５週 評 論   戦後その精神風景（谷川俊太郎）② 

第６週 評 論   戦後その精神風景（谷川俊太郎）③ 

第７週 評 論   戦後その精神風景（谷川俊太郎）④ 

第８週 後期中間試験 

第９週 後期中間試験反省 

小 説  たけくらべ（樋口一葉）① 

第１０週 小 説  たけくらべ（樋口一葉）② 

第１１週 小 説  たけくらべ（樋口一葉）③ 

第１２週 小 説  高瀬舟（森鴎外）① 

第１３週 小 説  高瀬舟（森鴎外）② 

第１４週 小 説  高瀬舟（森鴎外）③ 

第１５週 小 説  高瀬舟（森鴎外）④ 

     年間授業の反省・授業反省アンケート 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

日 本 文 学（つづき）   １０００３    奥村 紀美  ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１、それぞれの教材文をよく読解し、内容を自分のものとするこ

とができる。 

２、教材本文や漢字テキストに出てきた漢字・語句について、正

確な読み書きと用法を習得する。 

３、小説文においてはあらすじを把握し、登場人物の心情・行動

を理解することができる。 

４、エッセイ・評論文においては、作者の表現意図を理解し、論

理の展開を把握することができる。 

 

 

 

５、評論文の各段落、および全体の要旨をまとめることができる。

６、文学作品においては、鑑賞能力を養い、読解後自分なりの感

想を文章にまとめることができる。 

７、作品が書かれた時代背景について理解し、作者に関する文学

史的知識を身につける。 

８、詩歌教材をヒントにして、自らの心情を作品として表現する

ことができる。 

９、学習したことを踏まえ、自分の意見を「公の言葉」で口頭発

表できる能力を身につける。 

［注意事項］  

授業中は学習に集中し、内容に対して積極的に取り組むこと。疑問が生じたら直ちに質問すること。出された課題は、その都度必ず

提出すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 国語Ⅰ・Ⅱの学習内容全般。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。また漢字・語句に関する小テスト等を１０回程度課する。さらに夏 

 休みの宿題として課題図書による読書感想文を課する。 

教科書：「高等学校 新現代文 改訂版」（大修館書店） 

参考書：「改訂増補 カラー版新国語便覧」（第一学習社）、「改訂版 漢字とことば常用漢字アルファ」（桐原書店）、「新選国語

辞典 第七版ワイド版」（小学館）、「新版 漢語林」（大修館書店） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

定期試験（期末試験）および平常試験（中間試験、小テスト、提出課題等）をもとに、前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回

の試験の平均点を６０％、小テスト・提出課題等の結果を４０％として評価する。 

［単位修得要件］ 

定期試験および平常試験、小テスト、提出課題等の結果、学業成績で６０点以上を修得すること。 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅱ １００４１ 長瀬  ３ 通年 ３ 必 

 

［授業の目標］２年生に引き続いて,微分積分学の学習を行う。微分積分学は自然科学や工学の学習の基礎となる学問である。前半は

微分の学習をさらに深めて行く。半ば頃から独立変数が２つの関数の微分（偏微分）とその応用について述べる。さらに,２変数の関

数の積分について学習する。 

［授業の内容］ 

すべての授業の内容は,学習・教育目標（B）＜基礎＞および JABEE

基準 1(1)(c)に対応する。 

前期 

第１週 ２年微分の復習 

第２週 ２年微分の復習 

第３週 第２次導関数と曲線の凹凸（１） 

第４週 第２次導関数と曲線の凹凸（２） 

第５週 逆関数と導関数 

第６週 曲線の媒介変数表示と微分 

第７週 復習と演習 

第８週 中間試験 

第９週 極座標表示と曲線 

第１０週 平均値の定理と応用 

第１１週 テイラーの定理（１） 

第１２週 テイラーの定理（２） 

第１３週 ２変数関数のグラフ          

第１４週 ２変数関数の極限  

第１５週 偏導関数の定義  

 

 

後期 

題１週 偏導関数の計算 

第２週 合成関数の偏導関数 

第３週 ２変数関数の極大と極小（１） 

第４週 ２変数関数の極大と極小（２） 

第５週 陰関数定理 

第６週 条件付き極値問題 

第７週 復習と演習 

第８週 中間試験 

第９週 ニ重積分の定義 

第１０週 ニ重積分と累次積分 

第１１週 積分の順序変更 

第１２週 体積計算への応用 

第１３週 極座標による重積分 

第１４週 広義積分への応用 

第１５週 復習と演習 
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授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅱ １００４１ 長瀬 ３ 通年 ３ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．２年生の範囲の微分に関する知識が定着していること。 

２．第２次導関数とその曲線の形状との関係が理解できる。 

３．曲線の媒介変数表示とその接ベクトルの概念が理解できる。

４．平均値の定理を理解しロピタルの定理に基づいて極限計算が

できる。 

５．テイラーの定理を理解し、関数のテイラー展開の計算ができ

る。 

６．２変数関数のグラフ（曲面）を理解できる。 

７. 偏導関数の意味を理解し計算することができる。 

８．合成関数の偏導関数を理解しその計算を行うことができる。

９．２変数関数の極値を理解し簡単な関数について極値を求める

ことができる。 

１０．陰関数の微分を計算できる。 

１１．二重積分の概念と性質を理解できる。 

１２．二重積分と累次積分の関係が理解し計算をすることができ

る。 

１３．極座標変換による二重積分の計算をすることができる。 

１４．二重積分を用いて立体の体積を計算できる。 

 

 

 

 

［注意事項］  授業中とテスト直前の学習のみでなく，平常時の予習・復習も大切にして下さい。 

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ２年生で学んだ基礎的な微分積分の計算については，よく習熟していることを期待します。

［レポート等］ 夏期、冬期休業に課題を出します。適宜小テスト、宿題を課します。また必要に応じて補習，レポート、再試を課し

ます。 

教科書：「新編高専の数学３」 田代嘉宏他（森北出版） 

参考書：「新編高専の数学２，３問題集」 田代嘉宏他（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

４回の定期試験（前期中間、前期末、後期中間、学年末）の平均点で評価する。ただし、学年末試験を除く３回の試験が６０点に達し

ていない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を

再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅲ １００４２ 堀江  ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

１．微分積分Ⅰで学習した内容に続き、１変数関数の積分の学習を更に深めて行く。その結果を面積体積等の計算に応用する。 

２．工学の諸分野の理解には線形代数の理解が必要である。行列式に関する学習を行う。 

 

［授業の内容］ 

すべての授業の内容は,学習・教育目標（B）＜基礎＞および JABEE

基準 1(1)(c)に対応する。 

前期 

第１週  2 年生範囲の積分の復習（積分の基本性質） 

第２週  2 年生範囲の積分の復習（積分の基本公式） 

第３週  2 年生範囲の積分の復習（置換積分） 

第４週  2 年生範囲の積分の復習（部分積分） 

第５週  いろいろな関数の積分 

第６週  無理関数の積分（１） 

第７週  総合的な復習と演習 

第８週  中間試験 

第９週  無理関数の積分（２） 

第１０週 分数関数の積分（１） 

第１１週 分数関数の積分（２） 

第１２週 ３角関数の積分（１） 

第１３週 ３角関数の積分（２） 

第１４週 総合的な復習と演習 

第１５週 総合的な復習と演習  

 

 

 

 

 

後期 

第１週  和の極限値としての定積分 

第２週  面積の計算 

第３週  体積の計算      

第４週  曲線の長さ（１）  

第５週  曲線の長さ（２）   

第６週  広義積分 

第７週  復習と演習 

第８週  中間試験 

第９週  行列式の定義 

第１０週 行列式の性質 

第１１週 行列式の展開と積 

第１２週 逆行列 

第１３週 連立１次方程式 

第１４週 掃き出し法 

第１５週 復習と演習 
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授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅲ １００４２ 堀江 ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．２年生の範囲の積分に関する知識が定着していること。 

２．いろいろな関数（無理関数,分数関数,三角関数等）の積分の

計算ができる。 

３．区分求積法と積分の関係が理解できる。 

４．積分の応用として面積,体積,長さを計算できる。 

５．広義積分の概念理解しその計算を行うことができる。 

６．行列式の概念と性質を理解できる。 

７．行列式の計算を行うことができる。 

８．行列の正則条件と行列式の関係を理解し逆行列の計算を行う

ことができる。 

９．クラーメルの公式を理解し計算を行うことができる。 

 

 

［注意事項］  授業中とテスト直前の学習のみでなく，平常時の予習・復習も大切にして下さい。 

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ２年生で学んだ基礎的な微分積分の計算については，よく習熟していることを期待します。

［レポート等］ 夏期、冬期休業に課題を出します。適宜小テスト、宿題を課します。また必要に応じて補習，レポート、再試を課し

ます。 

教科書：「新編高専の数学３」 田代嘉宏他（森北出版） 

参考書：「新編高専の数学２，３問題集」 田代嘉宏他（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

４回の定期試験（前期中間、前期末、後期中間、学年末）の平均点で評価する。ただし、学年末試験を除く３回の試験が６０点に達し

ていない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を

再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語Ⅲ １００６４ 林 浩士 ３ 通年 ２ 必 

［授業の目標］ 

 英語Ⅰ・Ⅱで学習し身につけた英語の知識・技能を活用し、外国映画を題材に、そこに使われている英語表現を学習すると同時に、

その背景にある外国文化の理解を深めることを目的とする。 

［授業の内容］ すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞

[ JABEE 基準 1(1)(a)]および（C）＜英語＞[JABEE 基準 1(1)(f)]

に対応する． 

 

【前期】 

第１週    授業の概要説明 

第２・３週  Unit １ 

第４・５週  Unit ２ 

第６・７週  Unit ３ 

第８週    前期中間試験 

第９・１０週 Unit ４ 

第１１・１２週 Unit  ５ 

第１３・１４週 Unit ６ 

第１５週    まとめ、演習 

 

 

 

 

【後期】 

第１・２週  Unit ７ 

第３・４週  Unit ８ 

第５・６週  Unit ９ 

第７週    まとめ、演習 

第８週 後期中間試験 

第９・１０週 Unit １０ 

第１１・１２週 Unit  １１ 

第１３・１４週 Unit １２ 

第１５週    まとめ、演習 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． 学習した映画のシーンを見て、その大まかな内容が理解でき

る。  

２．学習した映画のシーンの内容に関する質問に簡単な英語で答

えることができる。  

３. 学習した映画のシーンで使われている英単語・熟語・構文を

聞いてその意味を理解し、その英語を書くことができる。  

 

 

 

４. 学習した映画のシーンにおける台詞を適切に使って表現する

ことができる。  

５．学習した映画のシーンに出てくる文法事項が理解できる。 

６．映画の背景にある外国文化の影響を理解することができる。

 

［注意事項］ 授業時間はもちろん、それ以外の時間にも、自ら進んで多くの英語に触れることが望ましい。その手助けとなるよう、

授業に関連した課題、レポートを課すことがあるので、提出期限を守り、計画的に学習を進めるよう努力すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた英語運用能力 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える。ＬＬ教室において発話をテープ録音し提出させることがある。 

教科書：ミュージック・オブ・ハートー映画・音楽・リスニングー （英宝社） 

参考書：工業英語ハンドブック（日本工業英語協会） 

 

【学業成績の評価方法および評価基準】 

定期試験，中間試験の結果を５割、課題（レポート）・小テスト・口頭発表の結果を３割、語彙テストの結果を２割とし、その合計

点で評価する。ただし，前・後期中間試験及び前期末試験で６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験

の成績を上回った場合には、６０点を上限としてその試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

【単位修得要件】 

学業成績で 60 点以上を取得すること。また、英語科が定期的に実施する語彙テストで６割以上正解すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎数学 １００９０ 数学科全員 ３ 後期 １ 必 

 

［授業の目標］ 

 現在までに学んだ数学の中で、専門分野の理解に必要な最低限度の数学知識が身についているか否かを示す。 

［授業の内容］ 

すべての授業の内容は,学習・教育目標（B）＜基礎＞及び Jabee

基準１の(1)(c)に対応する。 

第１週 数と式 

第２週 ２次関数 

第３週  方程式と不等式  

第４週 指数と対数関数 

第５週 三角関数 

第６週 三角関数 

第７週 復習と演習 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 平面上の図形 

第１０週 微分 

第１１週 微分 

第１２週 ベクトル 

第１３週 積分 

第１４週 積分 

第１５週 復習と演習 

 

［この授業で習得すべき「知識・能力」］ 

１．数式を整理でき、基本的な方程式や不等式の解が求められる。

 ２．２次関数に関する基本を理解している。 

 ３．指数 対数に関する基本を理解しその計算ができる。 

 ４．三角関数に関する基本を理解しその計算ができる。 

 ５．平面上の解析幾何（点、距離、直線等）の基本を理解してい

る  

 ６．直線、円等の方程式と幾何的な対象物の対応ができる。 

 ７．基本的な関数の極限計算ができる。 

 

 ８．基本的な関数（有理関数、指数対数関数、三角関数等）の

微分を求めることができる。 

 ９．関数の増減と微分の関係を理解し、関数のグラフを書いたり、

極値を求めることができる。 

１０．関数の微分と関数のグラフの接線の関係を理解している。

１１．ベクトルの基本を理解している。 

１２．基本的な積分の計算ができる。 

１３．積分の応用として２次元図形の面積の計算に適用できる。

 

［注意事項］ 専門分野を理解してゆくための欠くことのできない予備知識である。したがって、完璧に理解してください・ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］１，２学年で学んだ基本的な事柄。 

 

［レポート等］ 理解を深めるため，毎回，演習課題を与える。 

 教科書：本校数学科作成の問題集。  

 参考書：「新編高専の数学１－３」（森北出版）、「新編高専の数学１－３ 問題集」（森北出版）    

［成績評価の方法］ 到達目標の達成度,すなわち定期試験,中間試験,及び小テスト等の平均で評価する。 

［単位修得要件］ 定期試験（期末試験）,中間試験,及び小テスト等の試験により,上記［到達目標］を 60 点以上達成していると判定

されること。 

 



 

 授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

（総合基礎）物理 １００９１ 土田、仲本、田村 ３ 後期 １ 必 

 

［授業の目標］ 

１年から３年生まで習ったことを、問題演習を中心として総復習し、理解を確実にし、物理の実力を付ける。 

［授業の内容］第１週～第１５週の内容はすべて、高専型｢生産シス

テム工学｣教育プログラム学習・教育目標（B）<基礎>（ｃ）および新

C 科教育目標（B）<基礎>そして JABEE 基準 1(1)(c)に相当する。 

 

授業は問題演習を中心とする。 

問題集ステップ１の問題の理解を確実にする。 

ステップ１の問題が理解できたものは、ステップ２の問題を行う。

 

第１週 運動と力 

第２週 物体の運動 

第３週 力と運動 

第４週 力と運動（Ⅱ） 

第５週 運動量 

第６週 仕事と力学エネルギー 

第７週 力学総合問題 

第８週 中間試験 

 

 

 

 

 

第９週 波の性質 

第１０週 電界と電位 

第１１週 電界と電位 

第１２週 電流回路 

第１３週 電流回路 

第１４週 電流回路 

第１５週 総合問題 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１年から３年生に習った物理の基礎的内容（物理１Ｂの教科書に書か

れている内容）を確実に理解すること。 

特に 

１． 等加速度直線運動について、運動方程式を作り運動が計算でき

る。 

２． エネルギー保存の法則を使った物体の運動の計算ができる。 

３． 波の基礎が理解されている。 

 

 

 

４． 電界、電位が理解され、これらを含む計算ができる。 

５． 抵抗の直列、並列接続を含む回路の電流、電圧の計算ができ

る。 

６．キルヒホッフの計算ができる。 

［注意事項］習熟度別のクラス編成にするが、試験は、統一問題で行う。試験は、基本問題（問題集のステップ１のレベル）を主にする

が、ステップ２のレベルからも出題の予定である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ １～３年生の物理の基礎を理解している。範囲が広く、一夜漬けの勉強では実力を付けられ

ない。 

理解していないものは、日頃、あるいは夏休みなどを利用して、自宅で復習すること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，定期試験以外にテストを行う。 

 教科書：「高等学校物理ⅠＢ 問題集」、「物理ⅠB」（啓林館） 

  

[学業成績の評価方法および評価基準] 後期中間・学年末の２回の試験の平均点で評価する。ただし、後期中間試験で６０点を取得でき

なかった場合にはそれを補うための再試験を行う。その場合の評価は、６０点を限度とする。 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語 A） １００９２ 斉藤 園子 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

   英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、まとまりのある文章をできる限り速く正確に読む方法を学習するとともに、

その基礎となる英語構文を学習する 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、機械工

学科学習・教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 授業の概要 

第２週  １３．笑いの効能 

第３週  英語構文テスト (1)    

１４．地震の予知 

第４週  英語構文テスト (2) 

１５．チンパンジーと人の類似性 

第５週  英語構文テスト (3) 

１６．遺伝子操作の功罪 

第６週  英語構文テスト (4) 

第７週  Review 英語構文テスト(5) 

第８週 後期中間試験 

 

 

第９週  Review 

第１０週  英語構文テスト (6) 

        １７．良い親とは何か 

第１１週  英語構文テスト (7) 

１８．変わりゆくことばの意味 

第１２週  英語構文テスト (8) 

          １９．子どもの言語習得 

第１３週  英語構文テスト (9) 

     ２０．会話と独白 

第１４週  英語構文テスト(10) 

第１５週  総復習 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． まとまりのある英文の内容が理解できる 

２．まとまりのある英文の流れをつかみながら、できる限り速く

正確に内容を読み取ろうとすることができる 

 

３．教科書本文に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解およ

びその英語が書ける 

４．教科書本文に出てきた文法事項が理解できる  

５. 教科書本文に関連した英文を聞き取ることができる。 

６．基礎的な英語構文の意味を理解し、それらを使った簡単な英

文が書ける 

［注意事項］ 

1. 積極的に授業に参加する（自主的に発表する習慣をつける）。 

2. 自学自習を習慣づけて、必ず予習をして授業に臨むこと。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容に関連した課題、レポートを適宜与える。また、定期的に英語構文に関するテストを行う 

 教科書：Take Pleasure in Your English Reading  （数研出版） 

 参考書：コンパクト 英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の成績を７割、小テストの成績を３割として評価する。中間試験が６０点に達していない場合は、それを補うための

再試験・課題を課し、６０点を上限として再評価する。  

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語 A） １００９２ 三上 明洋 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

   英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、shadowing の訓練をすることによって、英語の発音、リズム、イントネーシ

ョンに慣れ、リスニング力の向上につなげることを目標とする。また、基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英

語で表現できる力を養う 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、学習・

教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 授業の概要 

第２週  Chapter 7 音を辞書で引く楽しさ！  

ネイティブに訊く楽しさ！ 

第３週  Chapter 7 音を辞書で引く楽しさ！  

ネイティブに訊く楽しさ！ 

第４週  Chapter 8 音に対するスタミナ 

第５週  Chapter 8 音に対するスタミナ 

第６週  Chapter 9 日本人に一番苦手な音は何？ 

第７週  Chapter 9 日本人に一番苦手な音は何？ 

第８週 後期中間試験 

 

 

 

 

第９週  Chapter 10 イントーネ－ションで豊かな表現を！ 

第１０週  Chapter 10 イントーネ－ションで豊かな表現を！ 

第１１週  Chapter 11 アメリカ英語とイギリス英語との違い 

第１２週  Chapter 11 アメリカ英語とイギリス英語との違い 

第１３週  Chapter 12 音の切り方は文法の切り方とは異な

る！ 

第１４週  Chapter 12 音の切り方は文法の切り方とは異な

る！ 

第１５週  まとめと演習 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．学習した英文を shadowing することができる。 

２．学習した英文を聞いたり、読んだりして、その内容が理解で

きる。 

３．学習した英文を聞いて、その英語を書き取ることができる。

 

４．教科書・参考書に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解

およびその英語が書ける。 

５．教科書・参考書に出てきた文法事項が理解できる。  

 

［注意事項］ 

１．積極的・自主的に shadowing の練習に参加すること。 

２．定期的に行われる構文テストには、自学自習を習慣づけて受験すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える. また、shadowing の試験、英語構文に関するテストを行う 

 教科書：A New Approach to Natural English 〔開文社〕 

 参考書：コンパクト 英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を５割、shadowing・課題・小テストの成績を５割として評価する。また、前半の成績（中間試験・shadowing・

課題・小テスト）が６０点に達していない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評価する。 

 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語）Ｂ１ １０１７２ 長井 みゆき ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語Ⅰ・Ⅱで学習した事項を復習し、基本的な英語構文の意味、用法を理解し、それらを使い、英語で表現できる力を養う。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

第 1 週 授業の概要説明 助動詞を含む構文（１） 

第２週 助動詞を含む構文（２） 

第３週 仮定法を用いた構文（１） 

第４週 仮定法を用いた構文（２） 

第５週 接続詞を含む構文（１） 

第６週 接続詞を含む構文（２） 

第７週 まとめと演習 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 比較構文（１） 

第 10 週 比較表現（２） 

第 11 週 譲歩構文 

第 12 週 無生物主語を含む構文 

第 13 週 間接疑問・同格・強調・倒置 

第 14 週 名詞構文 

第 15 週 まとめと演習 

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１． 教科書にある構文を含む英語の意味・用法を理解することが

できる。 

２． 教科書にある構文を用いて、簡単な事柄について英語で表現

できる。 

 

３．教科書にある英単語・熟語の意味を理解し、書くことができ

る。 

［注意事項］ 

１． 必ず予習をすること。            

２．積極的に授業に参加すること。 

３．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。 

４．毎回授業中に使用するので、英和・和英辞書を持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］授業と関連した練習問題、小テストを行う。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：前年度まで使用した教科書、参考書、および辞書 

［学業成績の評価方法］ 

 定期考査の平均点を６割、課題・小テスト・を４割として 100 点法で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

（総合基礎）英語（Ｂ） １００９２ 林  浩士 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 既習の文法事項を復習し、それらを含む基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英語で表現できる力を養う 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標（Ｃ）と JABEE 評価基準 1(1)(f)

に対応する 

 

第１週 授業の概要説明  

    助動詞を含む構文（１）     

第２週 助動詞を含む構文（２）  

第３週 仮定法を用いた構文（１） 

第４週 仮定法を用いた構文（２） 

第５週 接続詞を含む構文（１） 

第６週 接続詞を含む構文（２） 

第７週 まとめと演習 

第８週 中間試験 

第９週 比較構文（１） 

第１０週 比較表現（２） 

 

  

 

 

第１１週 譲歩構文  

第１２週 無生物主語を含む構文 

第１３週 間接疑問、同格、強調・倒置 

 第１４週 名詞構文 

第１５週 まとめと演習  

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１ 「授業の内容」に示した構文を含む英語の意味・用法を理解

することができる 

２ 「授業の内容」に示された構文を使って、簡単な事柄につい

て英語で表現することができる。 

 

 

３ 教科書の英文中の英単語、熟語の意味の理解、およびその英

語が書ける。 

［注意事項］授業で扱われる文法・構文はすべて基本的で重要なものばかりなので、繰り返し学習・訓練ししっかりと身につけること。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた基本的な文法事項 

［レポート等］ 授業内容と関連した演習課題を与える. また、定期的に英語構文に関する小テストを行う 

教科書：コンパクト英語構文 100 （数研出版） 

参考書：高校総合英語 Bloom（桐原書店）, カレッジライトハウス英和辞典 （研究社） 

【学業成績の評価方法および評価基準】 

定期試験，中間試験の結果を７割、課題（レポート）・小テストの結果を３割とし、その合計点で評価する。ただし，後期中間試験

で６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてその試験

の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。また、クラス編成時のデータに基づいてクラス間の習熟度差を補正反映させて評価を

行う。 

【単位修得要件】 

学業成績で 60 点以上を取得すること  



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語）Ｃ １００９２ 中井 洋生 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語ⅠⅡで学習した事項をもとに、基本的な英語構文に関する理解を深め、簡単な英語を活用する能力を育成する． 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

前期 

第１週 Introduction  仮定法を含む構文（１） 

第２週 仮定法を含む構文（２） 

第３週 接続詞を含む構文（１） 

第４週 接続詞を含む構文（２） 

第５週 比較構文（１） 

第６週 比較構文（２） 

第７週 譲歩構文 

第８週 中間試験 

第９週 無生物主語を含む構文 

第１０週 間接疑問・同格 

 

 

 

第１１週 強調構文・倒置構文 

第１２週 名詞構文・省略・不定代名詞・再起代名詞 

第１３週 まとめと演習（１）仮定法・接続詞 

第１４週 まとめと演習（２）比較・譲歩 

第１５週 まとめと演習（３）無生物主語・間接疑問 

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１．英語の文型を利用して簡単な英文を作ることができる。 

２．英文の要素を理解し、文を完成させることができる。 

３．教科書にある構文を理解し、使用できる。 

４．教科書にある単語・熟語の意味を理解し、使うことができる。

５．目標達成のため自主的・継続的に学習できる。 

 

［注意事項］毎回の授業分の予習をした上で、積極的に授業に参加すること．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］到達目標の達成度を確認するため随時小テストを課す。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：チャート式 LEARNER’S 高校英語（数研出版）、カレッジライトハウス英和辞典、 

［学業成績の評価方法］ 

 中間・定期試験の結果を６割、小テスト・授業時の成績を２割、課題を２割として１００点法で評価する。ただし、前半の成績（中

間試験・小テスト・授業時・課題）が６０点を達成できない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評

価し前半の成績とする。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



「 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

保健体育 １００８０ 宮崎雄三 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 各運動を通じて、基本的な運動能力の向上と基本的技能の習得を図る。ゲームや集団競技において協調性や個人の役割を自覚し、チ

ームの力量に応じた練習やゲームができるようにする。余暇活動の一環として、運動を楽しみ、実践することによって活動的で豊かな

生活を助長し、心身の健全な発達を促す。 

［授業の内容］ 

前期 

第１週 スポーツテスト 

第２週 スポーツテスト 

第３週 バレーボール基本練習（パス、トス、サーブ） 

第４週 バレーボール基本練習（アタック、ブロック、レシーブ）

第５週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第６週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第７週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第８週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第９週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第１０週 水泳（平泳ぎ、クロール、背泳） 

第１１週 水泳 

第１２週 水泳 

第１３週 水泳 

第１４週 バレーボール、ゲーム 

第１５週 バレーボール、ゲーム 

 

後期 

第１週 サッカー基本練習（キック、ドリブル、リフティング）

第２週 サッカー基本練習（パス、トラップ）、ミニゲーム 

第３週 サッカー基本練習、ミニゲーム 

第４週 サッカー基本練習、ミニゲーム 

第５週 サッカー基本練習、ミニゲーム 

第６週 サッカーゲーム 

第７週 サッカーゲーム 

第８週 サッカー実技テスト 

第９週 長距離走、サッカーゲーム 

第１０週 長距離走、サッカーゲーム 

第１１週 長距離走、サッカーゲーム 

第１２週 長距離走、サッカーゲーム 

第１３週 長距離走、サッカーゲーム 

第１４週 サッカーゲーム 

第１５週 サッカーゲーム 

（雨天時は、バドミントン） 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１、 バレーボールの対人パス（ロングパス、バックパス）とサー

ブが正確に出来るか。 

２、 バレーの連続トス（オーバー・アンダートス）が 20 回出来

るか。 

３、 水泳において 3 種目 25Ｍ完泳できるか。1 種目１００Ｍ完泳

できるか。 

 

１、サッカーにおいてリフティング（インステップ、もも）と 

  トラップが正確にできるか。 

２、長距離走では、前年度より記録更新に向かって努力できたか。

［注意事項］ 

１、 服装は、学校指定の体操服、シューズを使用すること。 

２、 日直は、事前に担当教官の指示を受け、クラスの学生に連絡を徹底すること。 

３、 病気、ケガ等で見学する時は、事前に届けること。 

４、 水泳、長距離走において身体に障害（内臓疾患、皮膚病等）のある学生は、医師の診断書を提出すること。 

５、 バレーボールの授業は、第２体育館において実施する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

バレーボール、サッカーについての試合上のルールを覚えておくこと。 

［レポート、教科書、参考書］ 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

実技テストによる評価を８０点、授業に対する姿勢（出席状況、授業態度）を２０点として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講 A １０１７２ 斉藤 園子 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

  英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、まとまりのある文章をできる限り速く正確に読む方法を学習する 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、学習・

教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 Introduction 

第２週  1. ある名判事の判決 

第３週  ２．昔々 

第４週  ３．感謝の気持ち 

第５週  ４．新聞配達少年と未亡人 

第６週  ５．サンタクロースの起源 

第７週  ６．コンピュータはどれだけ教育に有効か 

第８週 前期中間試験 

 

 

第９週  Review 

第１０週  ７．ディズニー成功の秘密 

第１１週  ８．西洋音楽の普及の歴史 

第１２週  ９．障害との闘い 

第１３週 １０．エコツーリズム 

第１４週  １１．幇助による自殺―その是非 

第１５週  １２．ヒマラヤの環境保護 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． まとまりのある英文の内容が理解できる 

２．まとまりのある英文の流れをつかみながら、できる限り速く

正確に内容を読み取ろうとすることができる。 

３．教科書本文に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解およ

びその英語が書ける。 

４．教科書本文に出てきた文法事項が理解できる。  

５. 教科書本文に関連した英文を聞き取ることができる。 

 

［注意事項］ 

１．積極的に授業に参加する（自主的に発表する習慣をつける）。 

２．自学自習を習慣づけて、必ず予習をして授業に臨むこと。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える.  

 教科書：Take Pleasure in Your English Reading  〔数研出版〕 

 参考書：コンパクト英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を８割、小テストの成績を２割として評価する。ただし、クラス編成時のデータに基づいてクラス間の習熟度

差を補正反映させて評価する。また、前半の成績（中間試験・小テスト）が６０点に達していない場合は、それを補うための再試験・

課題を課し、６０点を上限として再評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講 A １０１７１ 三上 明洋 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

  英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、shadowing の訓練をすることによって、英語の発音、リズム、イントネーショ

ンに慣れ、リスニング力の向上につなげることを目標とする。また、基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英

語で表現できる力を養う 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、学習・

教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 授業の概要 

第２週  Chapter 1 shadowing とは？        

第３週  Chapter 1 shadowing とは？ 

第４週  Chapter 2 Shadowing 5 箇条 

第５週  Chapter 2 Shadowing 5 箇条 

第６週  Chapter 3 耳から口への回路を開く         

第７週  Chapter 3 耳から口への回路を開く 

第８週 前期中間試験 

 

 

 

 

第９週  Chapter 4 意味はあとから自然とついてくる！ 

第１０週  Chapter 4 意味はあとから自然とついてくる！ 

第１１週  Chapter 5 音と文字の整合性       

第１２週  Chapter 5 音と文字の整合性       

第１３週 Chapter 6 聞き取れる人は発音がいい！ 

第１４週  Chapter 6 聞き取れる人は発音がいい！ 

第１５週  まとめと演習 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．学習した英文を shadowing することができる。 

２．学習した英文を聞いたり、読んだりして、その内容が理解で

きる。 

３．学習した英文を聞いて、その英語を書き取ることができる。

 

４．教科書・参考書に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解

およびその英語が書ける。 

５．教科書・参考書に出てきた文法事項が理解できる。  

 

［注意事項］ 

１．積極的・自主的に shadowing の練習に参加すること。 

２．定期的に行われる構文テストには、自学自習を習慣づけて受験すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える. また、shadowing の試験、英語構文に関する試験を行う 

 教科書：A New Approach to Natural English 〔開文社〕 

 参考書：コンパクト英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を５割、shadowing・課題・小テストの成績を５割として評価する。ただし、クラス編成時のデータに基づい

てクラス間の習熟度差を補正反映させて評価する。また、前半の成績（中間試験・shadowing・課題・小テスト）が６０点に達してい

ない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講Ｂ１ １０１７２ 長井 みゆき ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語Ⅰ・Ⅱで学習した事項を復習し、基本的な英語構文の意味、用法を理解し、それらを使い、英語で表現できる力を養う。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

第１週 授業の概要説明 基本文型 

第２週 it 中心の構文（１） 

第３週 it 中心の構文（２） 

第４週 to 不定詞を含む構文（１） 

第５週 to 不定詞を含む構文（２） 

第６週 分詞を含む構文（１） 

第７週 分詞を含む構文（２） 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 動名詞を含む構文（１） 

第 10 週 動名詞を含む構文（２） 

第 11 週 関係詞を含む構文（１） 

第 12 週 関係詞を含む構文（２） 

第 13 週 否定の構文（１） 

第 14 週 否定の構文（２） 

第 15 週 まとめと演習                   

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１． 教科書にある構文を含む英語の意味・用法を理解することが

できる。 

２． 科書にある構文を用いて、簡単な事柄について英語で表現で

きる。 

 

３．教科書にある英単語・熟語の意味を理解し、書くことができ

る。 

［注意事項］ 

１．必ず予習をすること。 

２．積極的に授業に参加すること。 

３．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。 

４．毎回授業中に使用するので、英和・和英辞書を持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］授業と関連した練習問題、小テストを行う。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：前年度まで使用した教科書、参考書、および辞書 

［学業成績の評価方法］ 

 定期考査の平均点を６割、課題・小テスト・を４割として 100 点法で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講Ｂ １０１７２ 林  浩士 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 既習の文法事項を復習し、それらを含む基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英語で表現できる力を養う 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標（Ｃ）と JABEE 基準 1(1)(f)に

対応する 

 

第１週 授業の概要説明 基本文型 

第２週 it 中心の構文（１） 

第３週 it 中心の構文（２） 

第４週 to 不定詞を含む構文（１） 

第５週  to 不定詞を含む構文（２） 

第６週 分詞を含む構文（１） 

第７週 分詞を含む構文（２） 

第８週 中間試験 

第９週  動名詞を含む構文（１） 

第１０週 動名詞を含む構文（２） 

 

 

 

 

第１１週 関係詞を含む構文（１） 

第１２週 関係詞を含む構文（２） 

第１３週 否定の構文（１） 

第１４週 否定の構文（２） 

第１５週 まとめと演習 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１ 「授業の内容」に示した構文を含む英語の意味・用法を理解

することができる 

 

２ 「授業の内容」に示された構文を使って、簡単な事柄につい

て英語で表現することができる。 

 

 

３ 教科書の英文中の英単語、熟語の意味の理解、およびその英

語が書ける。 

［注意事項］授業で扱われる文法・構文はすべて基本的で重要なものばかりなので、繰り返し学習・訓練ししっかりと身につけること。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた基本的な文法事項 

［レポート等］ 授業内容と関連した演習課題を与える. また、定期的に英語構文に関する小テストを行う 

教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

参考書：チャート式 LEARNERS’高校英語(数研出版) ／ カレッジライトハウス英和辞典 （研究社） 

【学業成績の評価方法および評価基準】 

定期試験，中間試験の結果を７割、課題（レポート）・小テストの結果を３割とし、その合計点で評価する。ただし，前期中間試験

で６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてその試験

の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。クラス編成時のデータに基づき、クラス間の習熟度差を補正反映させて評価を行う。

【単位修得要件】 

学業成績で 60 点以上を取得すること  



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講Ｃ １０１７３ 中井 洋生 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語ⅠⅡで学習した事項をもとに、基本的な英語構文に関する理解を深め、簡単な英語を活用する能力を育成する． 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

前期 

第１週 Introduction  基本文型（５文型） 

第２週 It 中心の構文 (１) 

第３週 It 中心の構文 (２) 

第４週 不定詞を含む構文 (１) 

第５週 不定詞を含む構文 (２) 

第６週 分詞を含む構文 (１) 

第７週 分詞を含む構文 （２） 

第８週 中間試験 

第９週 動名詞を含む構文（１） 

第１０週 動名詞を含む構文（２） 

 

 

 

第１１週 関係詞を含む構文（１） 

第１２週 関係詞を含む構文（２） 

第１３週 否定の構文（１） 

第１４週 否定の構文（２） 

第１５週 助動詞を含む構文 

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１．英語の文型を利用して簡単な英文を作ることができる。 

２．英文の要素を理解し、文を完成させることができる。 

３．教科書にある構文を理解し、使用できる。 

４．教科書にある単語・熟語の意味を理解し、使うことができる。

５．目標達成のため自主的・継続的に学習できる。 

 

［注意事項］毎回の授業分の予習をした上で、積極的に授業に参加すること．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］到達目標の達成度を確認するため随時小テストを課す。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：チャート式 LEARNER’S 高校英語（数研出版）、カレッジライトハウス英和辞典、 

［学業成績の評価方法］ 

 中間・定期試験の結果を６割、小テスト・授業時の成績を２割、課題を２割として１００点法で評価する。ただし、前半の成績（中

間試験・小テスト・授業時・課題）が６０点を達成できない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評

価し前半の成績とする。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

応用物理Ⅰ 1４００３ 田村陽二郎・仲本朝基 ３ 通年 2 必 

［授業の内容］前、後期とも、第１週～第１５週の内容はすべて

学習・教育目標（B）<基礎>（ｃ）および JABEE1 基準(1)(c)に相

当する。 

前期 

第１週 実験ガイダンス（１） 

第２週 実験ガイダンス（２） 

第３週から第９週までは下記の７テ－マの実験をグループ別に

行う。 

１．分光計： 精密な角度測定器の分光計を用いて，ガラスの屈

折率を求める。  

２．レーザー光による光の干渉： 光の重要な性質である干渉回

折をレーザー光を用いて観察する。 

３．クントの実験： 音の定常波を作り基本音と倍音を理解する。

４．直線電流のまわりの磁界： 直流電流のまわりに出来る磁界

の大きさを測定し、地磁気の水平分力を計算する。 

５．磁力計による地磁気の水平分力の測定： 偏角磁力計，振動

磁力計を用いて，地磁気の測定をする。 

６．電子の比電荷（e/m）の測定： 電子の基本的定数をデモ用の

装置を用いて測定する。 

７．プランク定数の測定： 量子力学の基本定数をデモ用の装置

を用いて測定する。 

 以下は「物理 II」の教科書を中心に学ぶ。 

第１１週  円運動               

第１２週  円運動 

第１３週  慣性力と遠心力        

第１４週  単振動 

第１５週  単振り子                            

ただし、第８週は、実験のため中間試験は、行なわない。 

 

 後期 

 第１週 磁気力と磁界 

第２週  電流が作る磁界 

第３週  電流が磁界から受ける力 

第４週  ローレンツ力 

第５週  電磁誘導の法則 

第６週  磁界中を運動する導体の棒 

第７週  自己誘導と相互誘導 

第８週  中間テスト 

第９週 交流 

第１０週 電磁波 

第１１週 光の粒子性 

第１２週 光の粒子性 

第１３週 電子の波動性 

第１４週 原子モデル 

第１５週 原子モデル 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

 

［授業の目標］ 

１、高校教科書を使い、１，２年生で学んだ基礎の上により進んだ内容を学ぶ。 

また，実験では物理学のいくつかのテーマを取り上げ，体験を通して自然界の法則を学ぶ。 

（次ページにつづく） 



 

応用物理Ⅰ（つづき） １４００３ 田村陽二郎・仲本朝基 ３ 通年 ２ 必 

 

教科書：「高等学校物理Ⅱ」（啓林館） 

 [物理・応用物理実験]（物理教室）、問題集：「総合物理（ⅠＢ+Ⅱ）問題集」（啓林館） 

 

[学業成績の評価方法および評価基準]  講義に関しては、前期末・後期中間・学年末の３回の試験の平均点で評価する。ただし、 

６０点を取得できない場合は、それを補うための再試験を学年末を除く２回の試験について行う。その場合の評価は、６０点を上限と

して評価する。実験に関しては、実験レポートは毎回合格するまで再提出させるので、それをクリアし、かつ締め切りも守った者につ

いては満点とする。締め切り 1 日遅れにつき 1 点減点とし、最大 1 回につき 5点まで減点される。レポート未提出は 20 点減点、再提

出を最終的にクリアできなかった者は 10 点減点とする。講義の評価の平均点の７５％と実験の評価の２５％を加えた点を最終的な評

価とする。 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

［この授業で習得する［知識・能力］］ 

実験  

１．実験を通して、基本的な機器の使い方が理解でき自分の力で

実験を進める能力ができる。 

２．分光計が理解できる。 

３．音の定常波、基本音、倍音が理解できる。 

４．電流により磁界が出来ることが理解できる。 

５．磁気力が理解できる。 

６．電子の磁界中の運動が理解できる。 

７．プランク定数が理解できる。 

講義 

８．円運動の基本が理解できる。 

９．見かけの力が理解できる。 

１０．単振動の式が理解できる。 

１１．磁界の定義が理解できる。 

１２．電流により磁界が発生することおよび電流と磁界との関係

が理解できる。 

１３．電荷が磁界中で受ける力が理解できる。 

１４．電流と磁界との関係が理解できる。 

１５．電磁誘導について理解できる。 

１６．交流の基礎が理解できる。 

１７．電磁波の基礎が理解できる。 

１８．量子力学の基礎が理解できる。 

１９．量子力学を用い原子の構造の基礎が理解できる。 

 

［注意事項］物理学は短期間で理解することは極めて難しい。日頃から自分で問題を解くなどの予習復習が重要である。表面的なもの

にとらわれず，根底にある普遍性を学ぶことが大切である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］本校で課している数学、物理の１、2年生程度の基礎知識、及びレポート製作に必要な一般

的国語の能力があればよい。 

［レポート等］実験のレポートの他に必要に応じて出題し，レポートの提出を求めることがある。 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

無機化学 １４００９ 松田 正徳 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 化学の基礎概念である酸化，還元，原子価結合法によって化学式，化学物質の構造を理解する。また，各論において周期表の重要性

を理解する。 

［授業の内容］「生物応用化学科」学習・教育目標（B）＜基礎＞

（JABEE 基準１(1)(c)）に相当する。 

（前期） 

第１週 酸化還元反応（1）酸化数の変化 

第２週 酸化還元反応（2）英文よる表現・演習 

第３週 酸化還元反応（3）電子の授受 

第４週 酸化還元反応（4）電池と電気分解 

第５週 結合の基礎 

第６週 原子価結合法（1）sp3混成軌道 

第７週 原子価結合法（2）英文による表現・演習 

第８週 前期中間試験  

第９週 原子価結合法（3）その他の混成軌道 

第１０週 原子価結合法（4）英文よる表現・演習 

第１１週 原子価結合法（5）多重結合 

第１２週 酸性・塩基性 

第１３週 オキソ酸と Pauling 理論 

第１４週 結晶構造（1）sc,bcc,fcc,hcp 

第１５週 結晶構造（2）四面体隙間，八面体隙間 

 

 

（後期） 

第１週 錯体の基礎 

第２週 錯体の命名 

第３週 錯体の基礎，命名，英文による表現・演習 

第４週 錯体の異性 

第５週 錯体の異性，英文による表現・演習 

第６週 錯体の結合 

第７週 錯体の結合，英文による表現・演習 

第８週 後期中間試験 

第９週 水素との化合物（1）2,3 周期 

第１０週 水素との化合物（2）4,5,6 周期 

第１１週 水素との化合物（3）英文にによる表現・演習 

第１２週 酸素との化合物（1）2,3 周期 

第１３週 酸素との化合物（2）4 周期 

第１４週 酸素との化合物（3）5,6 周期 

第１５週 酸素との化合物（4）英文による表現・演習 

 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

無機化学(続き) １４００９ 松田 正徳 ３ 通年 ２ 必 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（前期） 

１．酸化還元式が組み立てられること 

２．原子価結合法で化学物質の結合が説明できること 

３． 酸，塩基について説明できること 

４．結晶構造の基本を図示できること 

 

 

(後期) 

１．錯体に関する命名，構造，結合の基本事項が説明できるこ

と 

２．周期表に基づいて水素との化合物，酸素との化合物の構造，

性質の変化を説明できる  

 

［注意事項］ 質問すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 点電子式が書けること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，課題を与える。小テストを行う。 

教科書：基本無機化学 荻野、飛田、岡崎著（東京化学同人） 「無機化学」プリント 

参考書：大学の化学（Ｉ，Ⅱ）塩見，吉野，東，共訳（広川書店） 無機化学 斉藤著（培風館） 

基礎無機化学 浜口訳（東京化学同人） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験，中間試験により 60 点以上を確認する。60 点に達しない場合には，再試験（60 点）を行う。ただし，学年末定期試験の再

試験は行わない。 

定期試験，中間試験で 60 点を超える分を 20 点，小テストを 10 点，課題を 10 点の割合で，60 点に加点して評価する。 

［単位修得要件］ 

 定期試験，中間試験により 60 点以上であること。 

 

 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

有機化学 １４０１０ 冨澤 好太郎 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］有機化学は「炭素化合物の化学」であり，天然に存在する物質から合成物質まで多数知られている。本講義では有機化

学の基本原理を理解し，有機化学が日常生活のみならず生物や生命の科学に密接に関連していることを理解することが目的である。こ

れにより有機化学に興味を持てるようにする。 

［授業の内容］ 

 第１週～第１５週の内容はすべて，学習・教育目標（Ｂ）＜基

礎＞及び JABEE1(1)d(2)a)（専門工学）に対応する。 

前期 

第１週 有機化学概説                

第２週 有機化合物のＩＵＰＡＣ命名法－１      

第３週 有機化合物のＩＵＰＡＣ命名法－２ 

第４週 命名法の応用と演習         

第５週 立体異性と光学異性－１           

第６週 立体異性と光学異性－２           

第７週 立体異性と光学異性の反応と演習 

第８週 前期中間試験 

第９週 有機ハロゲン化合物：反応と合成 

第１０週 有機ハロゲン化合物：求核置換－１  

第１１週 有機ハロゲン化合物：求核置換－２   

第１２週 有機ハロゲン化合物：脱離反応－１  

第１３週 有機ハロゲン化合物：脱離反応－２ 

第１４週 有機ハロゲン化合物：応用と演習  

第１５週 カルボニル化合物：アルデヒド，ケトン 

 

第１週～第１５週の内容はすべて，学習・教育目標（Ｂ）＜基礎

＞及び JABEE1(1)d(2)a)（専門工学）に対応する。 

後期 

第１週 カルボニル化合物：求核付加反応－１ 

第２週 カルボニル化合物：求核付加反応－２ 

第３週 カルボニル化合物：エノラートの反応 

第４週 カルボニル化合物：種々の反応 

第５週 カルボニル化合物の反応の応用と演習 

第６週 カルボニル化合物の演習 

第７週 カルボン酸： 酸性度          

第８週 中間試験 

第９週 カルボン酸：種々の反応と演習 

第１０週 カルボン酸誘導体：エステル，アミド等 

第１１週 カルボン酸誘導体：応用と演習 

第１２週 アミン誘導体：塩基性度 

第１３週 アミン誘導体：種々の反応 

第１４週 アミン誘導体：演習 

第１５週 有機スペクトル解析 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

有機化学（つづき） １４０１０ 冨澤 好太郎 ３ 通年 ２ 必 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１．有機化合物の IUPAC による命名と簡単な化合物の慣用名によ

る命名ができる。 

２．立体異性と光学異性について説明できる。 

３．Newman 投影法と Hoffman 投影法を表すことができ，E,Z，R,S

表示を説明できる。 

４．ハロゲン化合物の合成と性質について説明できる。 

５．求核置換反応，脱離反応を説明できる。 

６．求核置換反応，脱離反応を分類し，反応機構について説明で

きる。 

７．ハロゲン化合物を経る種々の反応生成物を予想することがで

きる。 

８．カルボニル化合物(ケトン，アルデヒド)の性質について説明

できる。 

９．カルボニル化合物の合成法を説明できる。 

10．カルボニル化合物の求核付加反応を説明できる。 

 

 

11．カルボニル化合物の人名反応を説明できる。 

12．カルボニル化合物を経る種々の反応生成物を予想することが

できる。 

13．カルボン酸の性質について説明できる。 

14．カルボン酸を経る種々の反応生成物を予想することができる。

15．カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物，酸無水物，エステル，

アミド）の反応性について説明できる。 

16．カルボン酸誘導体を経る種々の反応生成物を予想することが

できる。 

17．アミンの物理的性質について説明できる 

18．アミンを経る種々の反応生成物を予想することができる。 

19．全般的な有機反応の生成物について予想することができる。

20．簡単な有機化合物のスペクトル解析ができる。 

［注意事項］ 

 Ｒ，Ｓ表示法は化合物の絶対配置を表すのに重要であるので充分に理解すること。前期末までに有機ハロゲン化物を講義する。後期

中間までにケトン，カルボン酸を講義する。特にケトンは合成に重要である。期末まではアミンを中心に講義する。官能基の理解をす

れば第４学年での有機合成化学への取り組みが容易である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 第２学年で習った炭化水素類，芳香族化合物，アルコール等の反応や性質は３年の講義の

中でも多く現われるので，復習しておくこと。 

［レポート等］ 

 理解を深めるために小テスト，課題を適宜与える。 

教科書：「有機化学の基礎」 R.S.MONSON・J.C.SHELTON 著 後藤俊夫訳（東京化学同人）  

参考書：「基礎有機化学」 H.ハート著 秋葉欣哉・奥琳訳（培風館） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間，前期末，後期中間と学年末の 4 回の試験（80％）と 12 回の小試験（20％）で評価する。希望者にはそれぞれの試験と同

レベルの再試験を行い，当該試験の成績よりよい場合には平均して評価する。ただし，学年末試験においては再試験を行わない。

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

物理化学Ⅰ １４０１３ 冨澤 好太郎 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］物理化学は分子や系の挙動を物理的な見地から取り扱い，その概念を数学的手法により表現する学問である。物理化学 

I では主に化学熱力学を取り扱い，概念的基礎を理解したうえで，演習を通じて，化学的問題を自力で解決するようにするのが目的で

ある。これにより物理化学に興味を持てるようにする。 

［授業の内容］ 

第１週～第１５週の内容はすべて，学習・教育目標（Ｂ）＜基礎

＞及び JABEE 1(1)(c)（自然科学に関する知識とその応用能力）

に対応する。 

前期 

第１週 物質の構造                 

第２週 気体の性質  

第３週 実在気体の状態方程式  

第４週 実在気体のＰ－Ｖ曲線と臨界点の関係 

第５週 相応状態の法則   

第６週 物質の構造と状態の演習  

第７週 物質の構造と状態の演習       

第８週 中間試験 

第９週 熱力学第１法則 

第１０週 気体の膨張と圧縮 

第１１週 熱容量とエンタルピー  

第１２週 熱力学第１法則の演算  

第１３週 理想気体の代表的な過程  

第１４週 カルノーサイクル 

第１５週 熱力学第１法則の演習 

 

第１週～第１５週の内容はすべて，学習・教育目標（Ｂ）＜基礎

＞及び JABEE 1(1)(c)（自然科学に関する知識とその応用能力）

に対応する。 

後期 

第１週 熱力学第２法則 

第２週 種々のエントロピー 

第３週 自由エネルギー 

第４週 反応自由エネルギー 

第５週 マックスウェル式の誘導とその応用 

第６週 マックスウェル式の応用 

第７週 第３章演習 

第８週 後期中間試験 

第９週 純物質の相平衡 

第１０週 熱力学第３法則 

第１１週 純物質の相平衡の演習 

第１２週 反応熱と熱化学 

第１３週 反応熱の温度変化 

第１４週 種々のエンタルピーと格子エネルギー 

第１５週 熱化学の演習 
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授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

物理化学Ⅰ（つづき） １４０１３ 冨澤 好太郎 ３ 通年 ２ 必 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１．理想気体の状態方程式，実在気体の状態方程式の意味を述べ

ることができ，応用することができる。 

２．体膨張率α，等温圧縮率κの定義を示すことができ，応用す

ることができるる。 

３．van der Waals 状態方程式と気体の臨界定数を関係づけるこ

とができ，応用することができる。 

４．熱力学第 1 法則の意味を述べることができ，応用することが

できる。 

５．エンタルピーや熱容量を定義することができ，応用すること

ができる。 

６．気体の代表的な仕事の関係式を誘導することができる。 

７．エンタルピーの温度変化，定容熱容量と定圧熱容量の関係を

誘導することができる。 

８．等温可逆過程，断熱可逆過程，等温不可逆過程，断熱不可逆

過程の仕事を求めることができる。 

 

 

 

 

９．熱力学第 2 法則を述べることができる。 

10．エントロピーの意味を説明できる。 

11，種々のエントロピー変化を計算することができる。 

12．ギブスの自由エネルギー，ヘルムホルツの自由エネルギーの

定義を述べることができ，応用することができる。 

13．熱力学変数の間の Maxwell の関係式を導くことができる。 

14．Maxwell の関係式を応用することができる。 

15．純物質の相平衡の式を利用することができる。 

16．熱力学第三エントロピーを求めることができる。 

17．吸熱反応，発熱反応，反応エンタルピーなどの用語を定義す

ることができる。 

18．Hess の法則を用いて種々の反応エンタルピーを求めることが

できる。 

19．種々のエンタルピーを定義し，求めることができる。 

20．Born－Haber サイクルをつくり，これを用いることができる。

 

［注意事項］ 前期中間までに気体の状態方程式，熱力学第一法則を演習を含め講義する。熱力学第一法則は物理化学の基本なので充

分に理解すること。前期末までに気体の仕事とエントロピーを講義する。特にエントロピーは実体の把握しにくい物理量であるので特

に注意すること。後期中間までに化学ポテンシャルを講義する。数学的取り扱いだけでなく，物理的意味を把握すること。期末までは

状態の変化を中心に講義する。全般的に数学を用いて証明がなされるので，その意味を充分に理解すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 数学： 微分積分，微分方程式と簡単な偏微分方程式 

 物理： 運動方程式等 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

教科書： 「化学熱力学」 原田義也著（裳華房） 

参考書： 「物理化学」（上） P.W.ATKINS 著 千原秀昭・中村亘男訳（東京化学同人） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間，前期末，後期中間と学年末の 4 回の試験（80％）と小試験（20％）の平均点で評価する。希望者にはそれぞれの試験と同

レベルの再試験を行い，当該試験の成績よりよい場合には平均して評価する。ただし，学年末試験においては再試験を行わない。

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

機器分析化学 14018 杉山 利章 ３ 通年 ２ 必 

 
 

 [授業の目標]  

 機器を利用した分析方法は，物理的，化学的な事象，現象を基礎としている。これらの基礎的な事象，現象の理解を

通して機器分析化学の修得をめざす。 

 

 

［授業の内容］ 

ここでの学習内容は，すべて，学習・教育目標の(Ｂ)の

＜専門＞（JABEE 基準１(１)(ｄ)(２)ａ））に対応する。

 

前期 

第１週 はじめに 

第２週 比色分析（１） 

第３週 比色分析（２） 

第４週 比色分析（３） 

第５週 比色分析（４）および，蛍光分析 

第６週 炎光分析 

第７週 発光分析 
 

第８週 中間試験 
 

第９週 原子吸光分析（１） 

第１０週 原子吸光分析（２） 

第１１週 紫外分光分析 

第１２週 質量分析（１） 

第１３週 質量分析（２） 

第１４週 質量分析（３） 

第１５週 質量分析（４） 

 

 

後期 

第１週 赤外分光分析（１） 

第２週 赤外分光分析（２） 

第３週 赤外分光分析（３） 

第４週 赤外分光分析（４） 

第５週 プロトン核磁気共鳴分析（１） 

第６週 プロトン核磁気共鳴分析（２） 

第７週 プロトン核磁気共鳴分析（３） 
 

第８週 中間試験 
 

第９週 プロトン核磁気共鳴分析（４） 

第１０週 プロトン核磁気共鳴分析（５） 

第１１週 プロトン核磁気共鳴分析（６） 

第１２週 Ｃ-１３核磁気共鳴分析（１） 

第１３週 Ｃ-１３核磁気共鳴分析（２） 

第１４週 電子常磁性共鳴分析  

第１５週 まとめ  
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授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

機器分析化学（つづき） 14018 杉山 利章 ３ 通年 ２ 必 

 
 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

【比色分析】 

１．光の波長，エネルギー，色に関する知識を持ってい

る。[前期第２週] 

２．ランベルト-ベールの法則に関する知識を持ってい

る。[前期第３週] 

３．比色分析法の装置に関する知識を持っている。[前期

第４週] 

４．比色分析法での定量に関する知識を持っている。[前

期第５週] 

【炎光分析】 

５．炎光分析法に関する知識を持っている。[前期第６週] 

【発光分析】 

６．発光分析法に関する知識を持っている。[前期第７週] 

【原子吸光分析】 

７．原子吸光分析法の装置に関する知識を持っている。

[前期第９週] 

８．原子吸光分析法の定量に関する知識を持っている。

[前期第１０週] 

【紫外分光分析】 

９．紫外吸収分析法に関する知識を持っている。[前期第

１１週] 

【質量分析】 

１０．質量分析法の装置に関する知識を持っている。[前期

第１２週] 

１１．質量分析法の装置の動作原理に関する知識を持って

いる。[前期第１３週] 

１２．質量分析法による分子式の決定法に関する知識を持

っている。[前期第１４週] 

１３．質量分析スペクトルに関する知識を持っている。[前

期第１５週] 

 

 

 
【赤外分光分析】 

１４．分子振動と双極子能率に関する知識を持っている。

[後期第１週] 

１５．赤外分光分析法における試料と装置に関する知識を

持っている。[後期第２週] 

１６．赤外分光分析法における吸収波数と部分構造に関す

る知識を持っている。[後期第３週] 

１７．赤外分光スペクトルに関する知識を持っている。[後

期第４週] 

【プロトン核磁気共鳴分析】 

１８．プロトン核磁気共鳴分析法とそこでのσ電子による

化学シフトに関する知識を持っている。[後期第５週] 

１９．プロトン核磁気共鳴分析法におけるπ電子による化

学シフトに関する知識を持っている。[後期第６週] 

２０．単純なスピンスピン結合に関する知識を持ってい

る。[後期第７週] 

２１．やや複雑なスピンスピン結合に関する知識を持って

いる。[後期第９週] 

２２．化学交換，窒素原子による影響，スピンデカップリ

ングに関する知識を持っている。[後期第１０週] 

２３．プロトン核磁気共鳴スペクトルに関する知識を持っ

ている。[後期第１１週] 

【Ｃ－１３核磁気共鳴分析】 

２４．Ｃ－１３核磁気共鳴分析法における化学シフトに関

する知識を持っている。[後期第１２週] 

２５．Ｃ－１３核磁気共鳴スペクトルに関する知識を持っ

ている。[後期第１３週] 

【電子常磁性共鳴分析】 

２６．電子常磁性共鳴スペクトルに関する知識を持ってい

る。[後期第１４週] 

 

［注意事項］  

 
 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 物理についての知識： 力学と電磁気学 
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授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

機器分析化学（つづき） 14018 杉山 利章 ３ 通年 ２ 必 

 
 

［レポート等］ 各週の授業範囲には数問程度の問題が与えられている。これらの問題が確実に解答できること。 

 
 

教科書：「機器分析化学」（テキスト） 

 

 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

授業期間を中間試験および定期試験によって区切られる４つの区分に分割する。 

［この授業で習得する「知識・能力」］において示されている２６の学習項目について，それぞれの学習項目ごとに

小テスト（１０点満点）を実施し，その理解の程度を確認する。 

小テストの結果により理解できていないと判定された学習項目について，定期（中間）試験でその理解の程度を再確

認する。 

それぞれの区分の評価は，その区分で実施された小テストの回数をｍ，小テストの合計点数をｔ，定期（中間）試験

受験以前に（小テストによって）理解したと認められる学習項目数をｎ，定期（中間）試験（各問１０点）の合計点数

をＴとすると，(１００ｔ／８＋１０Ｔ)／(２ｍ－ｎ) で与える。 

学業成績は，それぞれの区分ごとに評価された点数を算術平均したものとする。ただし，全授業期間を通じて，理解

したと認められる学習項目数が｢１６｣以上の者については６０点未満であっても６０点を与え，そうでない者は６０点

以上であっても５９点を与えるものとする。 

 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物化学 １４０２１ 内藤 幸雄 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］生物化学は現在急速に進歩しているライフサイエンスの中核となる学問である．４，５学年で学習する生物化学コース

の基礎知識を学習する． 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標（Ｂ）<基礎>（JABEE 基準１の(1)

の（c））に対応する． 

前期 

第１週 授業の概要，糖質の基礎事項，主な単糖とオリゴ糖 

第２週 主な多糖類 

第３週 糖の主な反応 

第４週 脂質の基礎事項，脂肪酸 

第５週 リン脂質とステロイド 

第６週 蛋白質とアミノ酸の基礎事項 

第７週 アミノ酸の一般的性質 

第８週 前期中間試験  

第９週 主なペプチドと命名法 

第１０週 タンパク質の性質と分類 

第１１週 タンパク質の構造 

第１２週 核酸の基礎事項，ヌクレオシドとヌクレオチド 

第１３週 DNA と RNA 

第１４週 酵素の基礎事項 

第１５週 酵素反応の基礎，酵素の分類 

 

 

後期 

第１週 ビタミンの基礎事項，脂溶性ビタミンの構造と生理作用

第２週 水溶性ビタミンの構造と生理作用 

第３週 補酵素の構造と機能 

第４週 消化と吸収（糖質） 

第５週 消化と吸収（タンパク質） 

第６週 脂質の代謝の概説 

第７週 消化と吸収（脂質他） 

第８週 後期中間試験 

第９週 糖質の代謝（グルコース） 

第１０週 糖質の代謝（フルクトース他） 

第１１週 糖質の代謝（グリコーゲン分解と合成） 

第１２週 糖質の代謝（TCA サイクル） 

第１３週 糖質の代謝（糖新生） 

第１４週 ATP の生成と電子伝達系 

第１５週 脂肪酸のβ-酸化 
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授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物化学（つづき） １４０２１ 内藤 幸雄 ３ 通年 ２ 必 

 

〔この授業で習得する「知識・能力」〕 

（糖質） 

１．次の用語が簡単に説明できる：糖質，ケトース，アルドース，

グリコシド-OH，還元糖，Fischer の式と Haworth の式 

２．糖質の分類法（アルド糖，ケト糖，炭素数，構成単糖数）に

ついて説明できる． 

３． 糖質の還元性と非還元性について説明できる． 

４． 主な単糖類（７種）と二糖類（三種）の構造式を識別できる．

５． アミロース，アミロペクチン，セルロース，グリコーゲン，

キチンおよびペクチンの性質を理解し，構造式を識別できる．

（脂質） 

１． 主な単純脂質，複合脂質，誘導脂質及びステロイドの性質を

理解でき，それらの構造式を識別できる． 

２． 主な脂肪酸の名称，特性及び構造式を理解できる． 

（蛋白質とアミノ酸） 

１． 生体を構成するアミノ酸 20 種の概要を理解し，アミノ酸は

両性電解質であることを説明できる． 

２． ペプチドの構造及び命名法の概要を理解している． 

３． 主なペプチド及び蛋白質の概要を理解している． 

４． 蛋白質の分類及び立体構造の概要を理解している． 

 

（核酸） 

１．次の用語が簡単に説明できる：DNA，RNA，ヌクレオシド，ヌ

クオチド，プリン塩基，ピリミジン塩基，塩基対 

３． DNA 及び RNA の構造と役割の概要を説明できる． 

（酵素とビタミン） 

１． 次の用語が簡単に説明できる：基質，基質特異性，活性部位，

最適温度，最適 pH，アイソザイム，チモーゲン，オリゴマー

酵素，フィードバック阻害，プロビタミン，主な水溶性ビタ

ミンと脂溶性ビタミン 

２． 補酵素の役割と構成成分，酵素の分類及び酵素反応の概要を

説明できる． 

（消化と吸収） 

１． 糖質，蛋白質，脂質の消化と吸収の概要を説明できる． 

（代謝） 

１． 解糖系，TCA 回路，糖新生，グリコーゲンの合成と分解の概

要を説明できる． 

２． フルクトースとガラクトース代謝の概要を説明できる． 

３． 脂肪酸β-酸化の概要を説明できる． 

４． ATP の生成と電子伝達系の概要を説明できる． 

 

 

 

［注意事項］生物化学で学習する事項は，４学年以降の生物化学コースの基盤的知識であるため，積極的な取り組みを期待する．疑問

が生じたら直ちに質問すること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］化学，有機化学，分析化学の基礎事項および生物学全般の知識が必要である．  

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，課題を与える． 

教科書：「生化学ガイドブック」 遠藤克巳，三輪一智共著 （南江堂） 

参考書：「レーニンジャーの新生化学，上下巻」山科郁男監修（広川書店） 

「ポイント生化学演習」笠井献一他２名編集（広川書店） 

［学業成績の評価方法および評価基準］前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点で評価する．ただし，学年末試験

を除く３回の試験のそれぞれについて６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合

には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする． 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること． 

 

 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

環境科学 １４０２９ 佐伯 憲一 ３ 前期 １ 必 

 

［授業の目標］近年社会的な関心事でもある環境問題について広い範囲にわたって解説する。中でも化学工業などの生産活動によって

もたらされる環境変化に関する有害性とその解決策について深く講義する。また，環境汚染がヒトの健康に与える影響についても毒性

学的見地に立って考察する。 

［授業の内容］ 

 第１週～第１５週までの内容はすべて，学習・教育目標(Ｂ)

＜専門＞JABEE 基準１の(1)の知識・能力(d)(2)a)に相当

する。 

第１週 環境科学の概略と歴史） 

第２週 環境汚染がヒトに及ぼす影響 (1) 

第３週 環境汚染がヒトに及ぼす影響 (2) 

第４週 化学物質のリスクアセスメント 

第５週 大気と大気汚染 

第６週 大気の変遷とオゾン層の破壊 

第７週 二酸化炭素と地球温暖化 

第８週 中間試験 

 

 

第 ９週 都市環境と水質汚染 

第１０週 汚染防止対策 (1) 

第１１週 汚染防止対策 (2) 

第１２週 廃棄物とリサイクル 

第１３週 放射性物質による汚染 

第１４週 産業中毒 

第１５週 ダイオキシン問題 

 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１．環境問題の概要を理解する。 

２．地球環境の基礎的な部分の説明ができる。 

３．大気汚染の全容について時間と空間スケールのグラフで説明

できる。 

４．オゾン層破壊のメカニズムと解決策について説明できる。 

５．地球温暖化のメカニズムと解決策について説明できる。 

 

 

６．化石エネルギー，原子力エネルギーと環境変化の関係につい

て説明できる。 

７．環境汚染の解決策について，現状と今後の展開を説明できる。

８．環境中の化学物質がヒトに及ぼす影響について説明できる。

９．環境ホルモンの人体に対する影響とメカニズムについて説明

できる。 

10．化学物質の毒性と安全性評価について説明できる。 

11．廃棄物とリサイクルについての概要と問題点が説明できる。

［注意事項］ 

 教科書を使用するが，それ以外にＯＨＰを使って様々なデーターを示して説明を加えるので，要点を必ずノートに取ること。また，

授業中は意見を求めることが多い。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］  ２年までに学んだ化学の基礎知識があれば良い。 

［レポート等］ 自分自身で関心の強い環境問題について調べ，レポートを提出する。 

 教科書： 「入門 環境汚染のトキシコロジー」 S.F.Zakrzewski 著 古賀実ほか訳 （化学同人） 

参考書： 「環境科学要論」 世良 力著 （東京化学同人） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 前期中間試験を３０％，前期末試験を５０％，小テストを１０％，レポートを１０％として

評価する。 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

化学工学Ⅰ １４０２４ 岩田 政司 3 後期 １ 必 

 

［授業の目標］  化学および生物化学に関連する各種製造プロセスの単位操作を理解するうえで必要な基礎知識と，蒸留操作に関す

る基礎知識を身につける。 

［授業の内容］  

以下の内容は，すべて，(B)<専門>,JABEE 基準 1(1)(d)(2)a) に

相当する。 

（化学工学基礎） 

第１週 化学工学の概要。単位系（絶対単位系，重力単位系，工

学単位系，国際単位系），数値の単位換算 

第２週 数式の単位換算，次元解析と無次元数，π定理      

第３週 両対数方眼紙と片対数方眼紙の使用法 

第４週 微分法（図式微分法，数値微分法），積分法（図積分法，

数値積分法） 

第５週 試算法 

（蒸留） 

第６週 気液平衡関係（沸点－組成線図，ｘ－ｙ線図）  

第７週 Raoult の法則，Dalton の法則 

第８週  中間試験 

第９週  回分単蒸留（物質収支式，Rayleigh 式） 

第１０週 連続単蒸留（物質収支式，図解法），微分分縮，平衡

分縮 

第１１週  精留の原理，精留装置，精留塔の設計（物質収支式，

McCabe－Thiele の図解法，濃縮部の操作線の導出，

ｑ線） 

第１２週 還流比と理論段数の関係，Fenske の式，最小還流比の

求め方，Gilliland の相関図  

第１３週 塔効率ならびに許容蒸気速度の推算法，精留塔の高さ

ならびに塔径の算出法  

第１４週 多成分系の蒸留塔設計法 

第１５週  特殊蒸留法      

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（化学工学基礎） 

１．試行錯誤法，微分法，積分法を用いて，これらに関する問題

を解くことができる。 

２．特殊方眼紙（両対数方眼紙，片対数方眼紙）を用いて，実験

式の係数を決定することができる。 

３．種々の単位系の簡単な説明と数値ならびに数式の単位換算が

できる。 

４．次元解析の手法を理解し，物理量相互間の関係をもとに次元

解析ができる。 

（蒸留） 

１． 沸点－組成線図，ｘ－ｙ線図，Raoult の法則について説明で

きる。 

２． Rayleigh 式の導出ならびに回分単蒸留と連続単蒸留に関す

る問題を解くことができる。 

３．精留の原理について説明できる。 

４．精留塔の理論段数を，McCabe－Thiele の図解法ならびに 

Gilliland の相関図を用いて求めることができる。 

５．精留塔の塔効率，許容蒸気速度，塔高，塔径を求めることが

  できる。 

［注意事項］ 化学工学を理解するうえで必要な基礎的事項と数式の物理的意味を理解することが重要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 数学（微分・積分学の基礎）物理（力学）および化学（物質の状態）に関する知識。 

［レポート等］ 理解を深めるため，必要に応じて，演習課題を与える。 

 教科書：「化学工学通論Ⅰ」 疋田晴夫著（朝倉書店），「化学工学演習」 藤田重文編（東京化学同人）  

[学業成績の評価方法および評価基準]  後期中間・後期末の試験結果を 80％，小テストの結果を 20％として，それぞれの期間毎に評

価し，これらの平均値を最終評価とする。但し，後期中間の評価で 60 点に達していない学生については再試験を行い，再試験の成績

が後期中間の評価を上回った場合には，60 点を上限として後期中間の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。後期末試験につ

いては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 与えられた課題レポートを全て提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物応用化学実験（生物化学） １４０５７ 内藤・淀谷 ３ 通年(前期) ４(２) 必 

 

［授業の目標］生物化学で学んだ知識を実践する．実験動物，微生物の基本的取り扱い，生体成分である血液細胞，血清タンパク，ア

ミノ酸及び糖質等を実験材料として，観察実験，分離・分析実験及び定性・定量実験を行い，操作法の習得と反応原理を理解すること

を目的とする． 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標（Ｂ）<基礎>（JABEE 基準１の(1)

（c））に対応する．  

第１週 実験ガイダンス（実験準備，器具の配布） 

第２週 ガイダンス（実験内容の説明） 

第３週 血球観察：血球の種類と特徴(細胞構造)，血液塗布標本

の作り方，ライト，ギムザ染色法を理解する． 

第４週 蛋白質，アミノ酸の定性反応：アミノ酸に共通の呈色反

応，特定のアミノ酸の呈色反応を調べる． 

第５週 酵素反応の基礎実験を行う． 

第６週 血清蛋白質の定量：比色定量法の原理を理解し，未知検

体のタンパク濃度を測定する． 

第７週 ディスク電気泳動法による血清蛋白の分析：蛋白質は両

性電解質であることを理解する． 

第８週 ＳＤＳ－ポリアクリルアミドゲル電気泳動法：蛋白質の

分子量測定を行う． 

第 ９週 顕微鏡による細菌の観察：器具類の滅菌操作，染色標

本の作り方，顕微鏡の操作を理解する． 

第１０週 培養による細菌の観察：器具類の滅菌操作，培地の作

り方を理解する． 

第１１週 ゲルクロマトグラフィー：ゲルクロマトグラフィーの

原理を理解し，タンパクの分離を行う． 

第１２週 ペーパークロマトグラフィー：分配クロマトグラフィ

ーの原理を理解し，各種アミノ酸の同定を行う． 

第１３週 ゲル内沈降反応による抗原抗体反応：免疫反応の原理

を理解し，交叉反応試験を行う． 

第１４週 糖質の定性実験：各種の定性実験を行う． 

第１５週 実験の整理と器具類の後片付け． 

 

〔この授業で習得する「知識・能力」〕 

以下に挙げる実験操作，器具の取り扱いが習得できる． 

１.クリーンベンチ及び顕微鏡の操作及び保守． 

２.分光々度計，オートピペットの正確な取り扱い． 

３.定電圧・定電流装置及び電気泳動装置の安全な取り扱い． 

４.消毒薬品及び高圧蒸気滅菌釜の安全な取り扱い． 

 

以下に示す，反応の原理及び検体の構造について理解できる． 

１.ライト・ギムザ染色及びグラム染色． 

２.糖質，アミノ酸及び蛋白質の定性反応． 

３.生体物質の分離に対する荷電効果，篩効果及び分配効果． 

４．真核細胞と原核細胞の細胞構造． 

５.蛋白質の分子量測定． 

６.抗原抗体反応及び酵素反応． 

［注意事項］生物化学実験では，独特の器具，試薬を用いることがあるので，使用上の注意は必ず守ること． 実験テーマによっては，

操作の都合上その日に終わらないものもある．適宜放課後などを利用する．実験中は，白衣を着用して，必ず保護用眼鏡をかける．各

テーマを４名一組でローテーション形式または全員で行う．各テーマのポイントとなる点を，学生同士積極的に話し合って実験を進め

る． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］基本的な実験器具の操作法，分析化学および生物学の基礎知識． 

［レポート等］レポートはテーマ終了毎，翌週に各自提出させる．独自性のある鋭い観察結果と考察を期待する． 

教科書：「生物応用化学実習書」 

参考書：「基礎生化学実験法」日本生化学会編（東京化学同人）「生化学辞典」今堀・山川監修（東京化学同人） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

下記の［単位修得要件］を満たした者について，評価は実験テーマ毎，実験操作の状況（１０点）及びレポート点（９０点）の合計

１００点の単純平均点によって行う．実験操作状況の配点は優１０点，良８点，可６点とする． 

［単位修得要件］ 

与えられた実験テーマのレポートを提出し，実験操作の状況及び実験レポートの内容により，６０点以上を取得すること。 

 



 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物応用化学実験 １４０５７ 松田 正徳 ３ 通年（後期） ４（２） 必 

 

［授業の目標］ 

 「無機化学実験」では，主に(1)酸化還元反応及びそれを利用した無機化合物の合成方法，(2)錯イオンの平衡反応及びそれを利用し

た錯体の合成方法について理解する。 

［授業の内容］ 

「生物応用化学科」学習・教育目標（B）＜基礎＞に相当する。

 

第１週 実験オリエンテーション 

第２週 炎色反応：軌道のエネルギー準位，基底状態，励起状態

について理解する。 

第３週 マグネシウムと酸との反応：金属を用いて酸化還元反応

を理解する。 

第４週 アルミニウムと酸，塩基との反応：金属を用いて酸化還

元反応を理解する。 

第５週 銅の溶解：金属を用いて酸化還元反応を理解する。 

第６週 ハロゲンの酸化還元反応：ハロゲンの酸化還元反応を理

解する。 

第７週 亜硝酸及び亜硝酸イオンの酸化還元反応：中間酸化状態

の試薬を用いて酸化還元反応を理解する。 

第８週 亜硫酸及び亜硫酸イオンの酸化還元反応：中間酸化状態

の試薬を用いて酸化還元反応を理解する。 

第９週 実験オリエンテーション 

第 10 週 遷移金属イオンの基本的性質：遷移金属イオンを用いて

酸塩基反応，錯イオン形成反応を理解する。 

第 11 週 遷移金属イオンに対するアンモニアの作用：遷移金属イ

オンを用いて酸塩基反応，錯イオン形成反応を理解す

る。 

第 12 週 クロム酸イオン及び二クロム酸イオンの平衡：クロムの

酸塩基反応を理解する。 

第 13 週 クロム酸イオン及び二クロム酸イオンの酸化還元反応：

クロムの酸化還元反応を理解する。 

第 14 週 ヘキサアンミンコバルト（Ⅲ）塩化物の合成：コバルト

の酸塩基反応，酸化還元反応，錯イオン形成反応を理解

する。  

第 15 週 ヘキサアンミンコバルト（Ⅲ）塩化物の分析：アンモニ

アの定量によって配位子について理解する。 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 炎色反応の実験によって軌道のエネルギー準位，基底状態，

励起状態について理解できる。 

２．酸化還元反応の実験において，色の変化，沈殿の生成によっ

て酸化還元反応を理解し，反応式が書ける。 

３．遷移金属元素の酸塩基反応，酸化還元反応を理解し，反応式が

書ける。 

４．無機化合物の合成方法を理解する。 

［注意事項］ 実験を始める前に，その日の実験で特に注意すべき事項の指示，説明をする。年間の実験予定表を別に配布する。実験

中は白衣を着用して，必ず保護用眼鏡をかける。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］無機化学の基礎知識及び基礎化学実験で学んだ化学実験の基本操作。 

［レポート等］ 実験テキストが書き込み式になっているので，実験結果や，それに基づく考察をなるべく詳細に記入する。テキスト

の提出（レポートの提出）を求める。  

 教科書：「生物応用化学実験テキスト／第３学年無機化学実験」 

 参考書： 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

与えられた実験テーマのレポートを全て提出し，実験操作および実験レポートの内容から理解の程度を評価する。 

前期評価（生物化学担当 内藤）と後期評価（無機化学担当 松田）の平均を学年末評価とする。 

［単位修得要件］ 

 前期評価,後期評価ともに 60 点以上であること。 

 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報処理応用 １４２０６ 澤田 善秋 ３ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 プログラム言語としてＣ言語を用い，コンピュータを道具として使いこなすために必要な知識を学ぶ。すなわち，コンピュータの工

学的利用に不可欠な各種の数値計算手法とそれを実現するための代表的なアルゴリズムについて学ぶ。また，代表的な表計算ソフトで

ある Excel2000 を用いて，各種の工学計算を行う。さらに，ワープロソフトである Word2000 ならびにプレゼンテーションソフトであ

る PowerPoint2000 の取扱法を説明する。 

［授業の内容］前期・後期とも，第 1週～第 15 週までの内容はす

べて，学習・教育目標（B）＜専門＞（JABEE 基準 1(1)(d)(1)）に

相当する。 

 

前期 

第１週 授業の概要 

（ワープロソフト）Word2000 の起動・終了，実験レポート表紙の

作成法 

第２週 表を含んだ文書の作成，上付き文字，ユーザー設定の仕

方 

第３週 数式を含んだ文書の作成 

（表計算ソフト） 

第４週 Excel2000 の起動・終了，べき乗の計算 

第５週 グラフの作成，実験式の作成，データの多項式近似 

第６週 グラフへのデータの追加 

第７週 データの累乗式近似，級数の計算 

第８週 前期中間試験 

（プレゼンテーションソフト） 

第９週 PowerPoint2000 の起動・終了，スライドへの図形描画 

第１０週 スライドの追加 

第１１週 表の作成，図のコピー貼付け 

第１２週 グラフの作成，アニメーションの設定 

第１３週 グラフの作成，Excel との連携 

（Ｃ言語） 

第１４週 復習：VisualC++の使い方，四則演算，printf 

第１５週 復習：scanf，if 文 

 

後期 

（Ｃ言語） 

第１週 復習：for 文，代入演算子，do-while 文，配列 

第２週 関数 

第３週 関数：sin(x)を計算する仕組み 

第４週 ファイルからの入力，ファイルへの出力 

第５週 方程式の根：はさみうち法 

第６週 方程式の根：２分法 

第７週 方程式の根：ニュートン法 

第８週 後期中間試験 

第９週 最小二乗法 

第１０週 数値積分：台形積分 

第１１週 数値積分：シンプソン積分 

第１２週 常微分方程式の数値解法：ルンゲ・クッタ法(1) 

第１３週 常微分方程式の数値解法：ルンゲ・クッタ法(2) 

第１４週 連立一次方程式の数値解法：ガウスの消去法(1) 

第１５週 連立一次方程式の数値解法：ガウスの消去法(2) 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報処理応用 １４２０６ 澤田 善秋 ３ 通年 ２ 選 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

（ワープロソフト） 

１．Word2000 により文書が作成でき，字体・フォントの設定がで

きる。 

２．文書中に表，数式の挿入ができる。 

（表計算ソフト） 

１．Excel2000 により数表が作成できる。 

２．数表に基づき，グラフが作成できる。 

３．グラフのデータに対して，最小二乗法による近似式を作成で

きる。 

（プレゼンテーションソフト） 

１．PowerPoint2000 によりスライドに図形描画できる。 

２．スライド上に表・グラフを作成できる。 

３．アニメーションの設定ができる。 

（Ｃ言語によるプログラミング） 

１．Ｃ言語の文法の概要を理解している。 

２．はさみうち法・２分法・ニュートン法による方程式の根の求

め方を理解しており，Ｃ言語で記述されたプログラムを説明で

きる。 

３．最小二乗法の原理を理解しており，Ｃ言語で記述されたプロ

グラムを説明できる 

４．台形積分・シンプソン積分の原理を理解しており，Ｃ言語で

記述されたプログラムを説明できる。 

５．ガウスの消去法による連立 1次方程式の解法を理解しており，

Ｃ言語で記述されたプログラムを説明できる。 

 

［注意事項］ 疑問が生じたら直ちに質問すること。思考，コミュニケーションの道具としてコンピュータを積極的に利用する姿勢が

求められる。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 数学における代数・微分・積分は十分理解している必要がある。 

［レポート等］毎週，講義と実習を行う。 Ｃ言語の学習においては，作成したプログラムリストと実行結果を提出させ，口頭試問を

行う。 

教科書：「教官自作プリント」 

    「Ｃ言語によるプログラミング」 内田智史 編著（オーム社）  

[学業成績の評価方法および評価基準] 

前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点で評価する。ただし，学年末試験を除く３回の試験のそれぞれについて

６０点に達していない者には同レベルの再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限として

それぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。学年末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

課題レポートを全て提出し，学業成績で６０点以上を取得すること。 
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